


















はじめに 

 近年,障害児者福祉思想の普及により,いわゆる心身障害児に関する療育施策の進展をみ

たというものの,その在宅障害児に対する実態並びにその家庭における指導方法に関する

調査や研究は乏しい。 

 そこで我々は,昭和 50 年中に北療育園の外来を初診来園した患者について種々調査を行

い過去2回に亘りその結果を報告して来た。即ち昭和52年には脳性麻痺(以下C.P.と略す)

児の，そして昭和 53年には精神薄弱(以下 M.R.と略す)児の在宅療育の実態を調査し,その

家庭における指導方法とその体制確立に関して言及した。 

 今回は,以上 2回の結果をふまえて,総まとめとして,当園受診児の内 C.P.児と M.R.児の

在宅療育の実態を更に詳しく明らかにし,肢体不自由児施設を受診する心身障害児の家庭

における指導方法と,その体制確立に関し研究し,いききかの結果を得たので報告する。 


